
  

 

日 曜 行   事 日 曜 行   事 

１ 水  16 木 幼児クラブ（いちご） 

２ 木 幼児クラブ（合同）・人権講座 17 金 幼児クラブ（もも）小学生自主活動学級 

３ 金 滋賀県人権教育研究大会（米原大会）１日目 18 土 自由遊びの日 AM・きっずワールド 

４ 土 
自由遊びの日 

滋賀県人権教育研究大会（米原大会）２日目 
19 日 

 

５ 日  20 月 なかよしひろば（りす） 

６ 月 なかよしひろば（りす） 21 火 子育て講座・自由遊びの日 PM 

７ 火  22 水 放課後子どもクラブ（習字） 

８ 水 放課後子どもクラブ（仲間） 23 木 勤労感謝の日 

９ 木 中学生自主活動学級 24 金 自由遊びの日 

10 金 幼児クラブ（合同） 25 土 自由遊びの日 

11 土 自由遊びの日・人権講座 26 日  

12 日  27 月 なかよしひろば（うさぎ） 

13 月 なかよしひろば（うさぎ） 28 火 自由遊びの日 

14 火 自由遊びの日・人権講座 29 水 おやこひろば 

15 水 おやこひろば 30 木 幼児クラブ（いちご） 

＊ ＊ ＊     ＊     ＊ ＊ ＊     ＊    ＊    ＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月 行事（地域総合センター・児童センター） 

フォトスケッチ 
幼児クラブ「運動会」10/12・13 

 

 
なかよしひろば「小麦粘土」9/25 

 

 

小学生自主活動学級「聴導犬」10/13 

 

 

なかよしひろば「お絵描きあそび」10/2 
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左の写真は、できあがったさいぼし（豚肉）です。9月

30日（土）の人権講座第７講座は、さいぼし作り体験を通

して部落差別問題を学び考える講座を開催しました。体験

のためのお肉の準備や場所の都合で事前に申し込みをいた

だいた１８名にご参加いただきました。講師には、ＮＰＯ

法人あおぞら理事の前田耕平さんに来ていただき、さいぼ

し作りの説明や手ほどきをしていただきました。参加者の

皆さんは２人１組になり、１本約５００ｇの肉の塊を慣れ

ない手つきでフックにひっかけ、ドラム缶上部に吊り下げ

ました。その肉に炎が直接触れないようにあおぞら理事長の今村さんが、最初から終わりまで火の番をして

いただきました。燃やすのはサクラの木で、その熱い煙でお肉を燻していきます。 

参加の皆さんは、会議室に戻り前田さんから他人との境界

線の大切さやさいぼしが被差別部落の特産品である意味や水

平社宣言に込められている思いなど人権・部落差別問題につ

いてのお話を聞きました。講義の途中に吊り下げているお肉

の上下をかえる作業をしていただき、会議室でワークショッ

プを通して各自の思いをだしながら、約２時間でさいぼしが

焼きあがりました。試食をして美味しいく出来あがったさい

ぼしに感動しながら、お土産として自分たちで吊り下げたさ

いぼしを持って帰っていただきました。 

いつもより長い時間の人権講座になりましたが、お話をき

くだけでなく部落差別問題について学びながらさいぼし作りを体験ができ、部落差別問題について理解しや

すかったのではないかと思います。なお、さいぼしは馬肉を天日干しあるいは燻製にした保存食ですが、今

回は経費の都合で豚肉での体験をしていただきました。 

【参加者の声】 

＊部落差別問題について知らない方が良いと思って身近   

な人たちと話題にすることを避けていましたが、インターネッ 

トなどで間違った情報を得てしまうことが怖い時代になって 

いるので伝えることの大切さを感じました。      

＊さいぼし、とても美味しかったです。あんな風に出来るなん 

て初めて知りました。また作ってみたくなりました。人権学習  

も改めて考えさせられました。前田さんのおっしゃる通り知ら 

ないで済ませないで学習していく事が必要だと思います。  

守山市地域総合センター 

守山市矢島町 3091番地 

電話・有線 ５８５－４８２２ 

FAX  ５８５－５２５４ 

 

「部落差別問題を考えよう！ 

～さいぼし作り体験と人権学習～」 



守山市内の３年生以上の小学生に声をかけて集

まってくれた２６名と引率８名とで秋のふれあい

ハイキングに彦根市の荒神山へ行ってきました。

「ふれあい」「仲間づくり」をテーマに春に水口こ

どもの森で開催した第２段です。 

地域総合センターに集まってくれた２６名は、

４つの班に分かれて班リーダーを中心に自己紹介

や参加の意気込みなどを出し合い仲間づくりのス

タートを切りました。 

守山市のバス２台に分乗して、荒神山の麓にある荒神山自然の家を目指し１つ

目の活動であるクラフトづくりにチャレンジしました。今回は、琵琶湖の流木を

使ったスプーンやフォークづくりで、流木の切断や磨き・焼き上げなど悪戦苦闘

しながらも楽しく笑顔で頑張って作製してました。お土産としてマイスプーン・

マイフォークができました。 

昼食後、いよいよメインの

活動である荒神山山頂（標高

284m）を目指したハイキ

ングに４つの班ごとにスター

トしました。整備された登山

道なので気軽に山頂をめざせるコースですが、初めて山

登りをする子どもたちもいて、いつもと違う活動に苦労

しながらも仲間を励まし助け合いながら全員が歩き切り

ました。 

 登頂した満足感と仲間と一緒に歩いた達成感、ふれあ

いハイキングを楽しんだ２６名でした。 

 

【クイズその５】 

 右の写真は、今から５３年前の大きなイベントで登場した建造物（作品）です。 

今も存在していて、内部に入って見学もできます。１５０段ほどのらせん階段で登

っていくことができるようになっています。  

 さて、この作品が設置された時のイベント名とこの建造物（作品）の名前をわか

った方は、地域総合センター（担当：古川まで）まで連絡ください。 

 

【お詫びと訂正】 

地域総合センター通信 10月号（第 487号）に掲載しました「人権講座第６講

座」の記事の中で誤りが２か所ありました。確認不足のまま掲載し申し訳ありませんでした。  

 １ 「性的違和」⇒「性別違和」に訂正お願いします。 

 ２ 「自分の性に違和感を持っている人は全人口の５～９％いる」と表記していましたが、トランスジェ 

ンダー（自分の性に違和感を持っている人）は、全人口の約 0.7％とされています（大阪市調査）。Ｌ 

ＧＢＴ人口は約 3％～8％いるとされています（大阪市調査）。 

以上２か所の訂正をお願いします。 

「子どもふれあいハイキング」 

荒神山に行ってきました。 １０月１５日（日）   



子育て講座第３講座 

◆「子どもの発達を見守る楽しい子育て」 

◆講師： 発達相談員（公認心理士） 増尾 著子さん 

◆日時： 2023年 11月 21日（火）午前 10時 00分～午前 11時 30分 

◆場所： 地域総合センター 研修室  

 子どもの成長と保護者の関わり方、スキンシップ、遊び等について、発達相談員の経験をもとに 

アドバイスをしていただきます。 

＊事前申込・参加費は不要です。託児希望の方は事前申込(585-4822)を 1１月１８日までに 

お願いします。 

 

人権講座第８講座 

◆「人権って何だろう？ ～人権基礎講座～」 

◆講師： 啓発講師団 美濃部 薫さん   
◆日時： 2023年 11月 2日（木）午後 7時 30分～午後９時 

◆場所： 地域総合センター 研修室 

部落差別問題をはじめとした人権課題について、「人権」について基礎から学び感じていただき、より深めて

いただく講座です。 

 

人権講座第９講座 

◆「認知症サポーター養成講座」  地域包括支援センター共催 

◆講師： 地域包括支援センター 
◆日時： 2023年 11月 11日（土）午前 10時 00分～午前 11時 30分 

◆場所： 地域総合センター  研修室 

認知症の人と共に生きるまちをめざして、今、私たちにできることを考えます。 

＊参加希望の方は、11月３日までに地域包括支援センター(581-0330)に事前申込をお願いします。 

 事前申込無しでも参加いただけますが、参加者多数の場合はお断りすることもあります。 

 

人権講座第１０講座 

◆「レンズ越しに見守る人とのつながり」  玉津小学校ＰＴＡ人権学習会共催 

◆講師： リバーズ代表・プロフォトグラファー 河野 剛氏さん   
◆日時： 2023年 11月 14日（火）午前 10時 45分～午前 12時 

◆場所： 玉津小学校 体育館 (上履き必要) 

  写真に残された思い出の中にあるもの、レンズ越しに見える人権についてお話しいただききます。スマホや 

カメラ撮影のワンポイントアドバイスも聞けるかもしれません。 

 

人権講座オンライン（YouTube動画配信） 

◆人権落語「笑いは健康の源 ～身近な人権についてみんなで考えよう」 

◆講師： 啓発講師団 福々亭ポン太さん   ◆日時： 2023年 8月より配信中 

◆配信場所：守山市ホームページ⇒観光・イベント・学ぶ⇒人権⇒人権教育・啓発⇒人権啓発 

             『人権講座動画配信しています⇒人権落語２０２３』 

    


